
SSS28-18 会場:303 時間:5月 23日 11:45-12:00

地表面載荷による地盤の破壊現象と破壊に伴う振動の発生に関する数値解析
Numerical analysis of failure of soil ground due to surface loading and generation of
vibration induced by the failure
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地盤力学ではこれまで，地盤を連続体近似した上で，計算力学的手法を用いて，地盤の破壊現象をひずみの局所化を
伴う進行性破壊として取り扱ってきた．予めすべり面を与件として設定する解析とは異なり，地盤がどのような箇所で
変形の局所化を生じ，それが時間，空間的にどう伝搬してゆくかを主たる議論の対象としてきた 1), 2)．
本研究では，このような手法に則り，地盤の破壊問題の一例として，地盤工学で言う「支持力問題」を取り上げ，地

盤破壊時に生じる地盤の振動（加速度運動）の特徴を調べる。計算には，土の骨格構造の働きを内包する弾塑性構成式
SYS Cam-clay model3) を搭載した水～土骨格連成有限変形解析コードGEOASIA 4) を用いた．この解析コードは速度型
の運動方程式を忠実に時間積分して運動を求める動的問題にも対応可能な解析手法である．
変位制御載荷時に，ひずみの局所化による円弧すべり破壊にあわせて，支持荷重の低下を引き起こすような地盤に対

し，荷重制御で載荷を行ってみたところ，変位制御の荷重ピーク以降に加速度運動を伴う動的な破壊現象が発生した．こ
のとき，破壊の衝撃によって周辺地盤に不規則な振動が現れる様子が計算された 5)．この振動は，土木，建築で現れる長
さスケールの破壊では，きわめて高周波数の成分が卓越する。この点に着目して，解析対象を 300倍（高さ 8m×幅 96m
から高さ 2.4km×幅 24.8km）にスケールアップして解析を行ってみたところ，破壊によって発生する周辺地盤の振動は，
最大加速度に大きな変化がないまま，卓越周期が 0.2～0.3秒程度から 5～8秒程度に長周期化することが分かった．口頭
発表では，上記荷重低下につながる滑り域（破壊域）でのせん断応力の降下量についても，算出される大きさを示す．
大規模なプレートの海底大深度沈み込み（潜り込み）域において，近年，地盤材料が採取されるようになってきてい

る。著者らはまだその地盤材料に触れたことはないが，将来その材料の破壊前後の性状が，地盤力学でどの程度説明で
きるか，このような計算によって調べてゆきたい．
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